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町政を問う

一
般
質
問

10
人
の
議
員
か
ら
19
件
の
一
般
質
問

一般質問とは？
　議員が、町の一般事務に対してその執行の状況または

将来の方針、政策的提言や行政への批判などを執行者に

直接質問することです。

　質問の範囲は、町の行財政全般のほか、地域の問題や

住民生活に関わる事項など多岐にわたっています。

防
災
訓
練
に
つ
い
て
問
う

自
主
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

町
長

吉
野　

一
夫　

議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問　

本
年
も
９
月
に
防

災
訓
練
を
実
施
し
た
が
、

自
主
防
災
組
織
が
前
面
に

出
て
活
動
す
る
よ
う
に
な

り
、
内
容
は
、
徐
々
に
変

化
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

今
後
、
訓
練
を
更
に
良
い

も
の
に
す
る
た
め
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

問
①
　
避
難
所
運
営
訓
練

は
時
期
尚
早
と
思
う
が
、

避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

町
長　

一
部
の
自
主
防
災

組
織
で
避
難
所
開
設
の
訓

練
や
災
害
を
想
定
し
た
宿

泊
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
で
の
避
難
所
運
営
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

訓
練
を
広
く
紹
介
し
、
避

難
所
運
営
な
ど
自
主
防
災

力
の
向
上
に
努
め
る
。

問
②
　
地
域
づ
く
り
補
助

金
の
地
域
自
主
防
災
活
動

に
対
す
る
補
助
を
全
額
に

す
べ
き
で
は
。

町
長　

各
地
域
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
補

助
対
象
変
更
な
ど
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
③
　
未
曽
有
の
災
害
時

に
犯
罪
が
起
こ
る
こ
と
も

考
慮
し
、
防
犯
協
会
防
犯

活
動
推
進
員
を
各
会
場
に

配
置
す
べ
き

で
は
。

町
長　

福
生

警
察
署
を
は

じ
め
自
主
防

災
組
織
や
防

犯
協
会
な
ど

関
係
機
関
と

の
連
携
を
図

り
、
各
町
内

単
位
で
の
被

災
後
の
活
動

に
も
関
心
を

高
め
る
よ
う

働
き
か
け
た

い
。

教
育
行
政
を
問
う

計
画
に
沿
っ
て
施
策
を
鋭
意
進
め
て
い
く

教
育
長

村
山　

正
利　

議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問　

27
年
４
月
に
「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
約
60
年
ぶ
り
と
な

る
教
育
委
員
会
制
度
の
改

革
で
、
首
長
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
が
導
入

さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

現
在
、
経
過
措
置
の
な
か

で
委
員
会
運
営
に
努
め
て

い
る
が
、
今
後
、
制
度
の

導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題

や
問
題
点
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
教
育

長
に
就
任
し
て
２
年
目
を

迎
え
、
今
後
の
瑞
穂
の
教

育
を
ど
の
よ
う
に
導
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
所
見
を

伺
う
。

教
育
長　

制
度
改
正
の
完

全
実
施
に
向
け
て
の
課
題

は
、
内
容
を
形
骸
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
特
に
児

童
・
生
徒
の
命
に
か
か
わ

る
事
態
に
対
し
、
第
一
義

的
な
責
任
者
で
あ
る
教
育

長
が
、
迅
速
か
つ
透
明
性

を
持
っ
た
対
処
を
心
掛
け

る
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
後
、
社
会
教
育
や
文

化
・
芸
術
分
野
で
は
、
長

期
総
合
計
画
の
施
策
内
容

を
基
本
と
し
、
学
校
教
育

で
は
、
第
１
次
瑞
穂
町
教

育
基
本
計
画
に
沿
っ
て
施

策
を
鋭
意
進
め
て
い
く
。

　

現
在
、
児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
を
最
も
大
き
な

課
題
と
し
、
新
た
な
施
策

の
展
開
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

軽度・中等度難聴者（児）
　　　補聴器購入費助成制度の導入を

中等度難聴児に対し、28年度予算に計上する町長

原　　隆夫　議員（公明党） 質
問　

高
度
難
聴
者
は
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
補
装
具
費
（
補

聴
器
の
購
入
費
）
の
助
成

を
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
は

交
付
対
象
で
は
な
く
、
医

師
か
ら
「
補
聴
器
の
装
着

が
必
要
」
と
診
断
さ
れ
て

も
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
。

補
聴
器
は
耐
用
年
数
が
５

年
程
で
、
数
万
円
か
ら
十

数
万
円
と
高
額
な
た
め
経

済
的
負
担
が
大
き
い
。
購

入
費
助
成
を
始
め
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
。
我
が

町
も
早
急
に
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る

べ
き
年
代
で
あ
り
な
が
ら
、

身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら

な
い
18
歳
未

満
の
中
等
度

難
聴
児
に
つ

い
て
は
、
補

助
制
度
も
な

く
、
何
ら
か

の
支
援
が
必

要
と
考
え
て

い
る
。
幸
い

市
区
町
村
が

実
施
す
る
補

助
に
対
し
、

都
も
補
助
を

実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
18

歳
未
満
の
中
等
度
難
聴
児

に
対
す
る
補
助
を
、
出
来

る
だ
け
早
い
段
階
で
実
施

で
き
る
よ
う
、
今
回
、
28

年
度
予
算
に
計
上
す
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
る
。

９月に行われた防災訓練の様子（町営グランド）

フューチャースクールの様子（二中）

※質問文は、質問者本人が200字以内で
執筆した原文をそのまま掲載しています。

耳かけ型補聴器（一例）

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
円
滑
な
運
営
と

発
展
を
共
に
考
え
、
積

極
的
な
支
援
に
努
め
て

い
く
。

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
つ
い
て
問
う

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
応
急
給
水
用
の

資
器
材
配
備
や
個
人
住

宅
の
井
戸
を
活
用
で
き

る
よ
う
協
力
を
得
る
な

ど
、
計
画
的
に
進
め
る
。

大
災
害
時
の
給
水
確
保
は


